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教職員も 生徒も 挑 戦 ！

マナーアップ運動 （９月２５日）

警察、役場、ＰＴＡの方々にご協力をいただいて、登校時の交

通安全について声かけをしていただきました。登校後、朝の時間

に、警察の方から交通安全についてお話をいただきました。お話

の中でありましたが、自転車に乗るときの正しいヘルメットの着

用、また一時停止等の交通ルールを守ることは自分の命を守るう

えでも大切なので、全校生徒にしっかり取り組んでほしいと思い

ます。

英語弁論大会 （郡市大会 9月7日 県大会 9月26日）

伊勢崎市佐波郡英語弁論大会へ、一般の部へ３年生が、海外生活経験者

の部に２年生が参加しました。タイトルは、３年生が「A world where

Everyone can Go to School」、２年生が「Let's Be Fri ends

With Sadness and Loneliness」です。

会場では他校の生徒の前で、堂々と発表することができました。さす

が南中生です。海外生活経験者の部に参加した２年生は県大会に出場し

ました。なお今年度も県大会はビデオ審査のため、会場での発表はあり

ませんでした。

駅伝大会激励会 （9月28日）

夏休み中から練習を重ねてきた成果を大会当日に発揮できるよ

う、生徒会主催で駅伝大会出場者への激励会を行いました。大会は

10月7日に行われ、Ａチームは男子は優勝、女子は６位、Ｂチーム

もとてもいいタイムで走り抜きました。本当に頑張りました！

また男子は11月に行われる県大会に出場します。

東側のトイレが完成！

今日から完成した東側のトイレが使用

できるようになりました。イメージはホテ

ルのロビーにあるトイレです。いつまでも

きれいに使えるよう、みんなでしっかり掃除を行っていきましょう。

また保護者の方も来校の際には、トイレに寄ってみてください。



校則見直し実行委員会 （９月２７日）

９月２７日の６時間目、生徒会主催で校則について考える授

業が行われました。考える課題は２つ。

１つは、『暑くて汗だくなのに、腕まくりをして紺ジャージを

着ている人が教室にいます。自分はどう思いますか？その理由

は？』。 ２つめは、『この写真の髪型をどう思いますか？その

理由は？（学校生活にふさわしい？）』。

この２つの課題について、各クラスで４，５人の班を作り、

話し合いを行いました。

以下は話し合いの後の生徒の感想です。

・色々な意見が出て、それが対立してしまう事もあったけど、

より今の南中に合った校則に近づけるために必要だと思うので、

今回の話し合いはこれからの私達の校則への向き合い方にも大

きな影響があった。 （１年女子）

・私はこの時間がなければ、校則が緩くなって嬉しい!だけで終

わってしまったのではないかと思いました。この時間があったからこそ責

任について感じることができ、社会に出たときに困らないのかなと思いま

した。 （２年女子）

・校則ってもっと自分からは離れているもの、生徒会本部が動かすものだ

と思っていたけど違った。自分たちで変えるもの、自分たちのものだと身近に感じた。（２年女子）

・自分で考えるような学校になる未来が、より見えた気がした。 （３年男子）

第１回 校則の改定について
本校は「群馬県非認知教育の研究」の指定校（令和7年度まで）として、生徒の自主性、自律性

を生かした取組を実践するために、現在、教職員全員で試行錯誤しているところです。その中の一

つの取組が生徒会本部役員が中心となって取り組んでいる校則の改定です。

生徒会は「校則は、生徒の安全を守るため、自律する力を育成するため」にあると考え、5月か

ら現行の校則を改定しようと動き出しました。生徒会本部だけで考えるのではなく、生徒会と評議

委員会との話し合い、全校生徒へのアンケート、玉中との意見交換、玉村高校の先生との懇談、全

校で校則に付いて考える授業、職員会議への参加等、何度も話し合いを繰り返し、また校則案を練

り直す姿が見られました。また現行の校則のままで良いと考えている生徒とは、個別に意見交換を

していました。

そして10月2日、二度目の職員会議において、教職員と生徒会で次のように変更することが決

まりました。

（頭髪について）

・TPO（時間、場所、場面または状況）に応じた髪型にしましょう

※自分で考え、正しく判断しましょう

（服装について）

・基本的には、半袖・ハーフパンツ・場合に応じて白長Ｔシャツで過

ごす TPO（時間、場所、場面または状況）に応じた服装にしまし

ょう ※自分で考え、正しく判断しましょう

義務教育という中で生活している生徒たちが、『TPOに応じた』というキーワードをどのように

捉えるか、とても楽しみです。もし間違った捉え方をしている生徒がいたときは、先生方、また生

徒全員で一緒に考える時間を作っていきたいと思います。保護者のみなさまもこの機会にＴＰＯに

応じた中学生らしい髪型、服装について考えてみてはいかがでしょうか。


